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思
い
と
言
葉

一

一
　
は
じ
め
に

　

本
日
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

永
ら
く
中
国
文
学
の
研
究
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
中
国
文
学
を
学

ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
中
国
文
学
の
精
髄
と
は
何
か
を
ず
っ
と
考
え
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、結
局
自
ら
が
感
じ
た
、あ
る
い
は
考
え
た
「
思

い
」
を
い
か
に
「
言
葉
」
に
よ
り
表
現
す
る
か
、
そ
の
関
係
性
に
帰

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
本
日
は
こ
れ
ま
で
の
考
え
を
整
理
し
て

お
話
し
す
る
こ
と
で
、
自
分
な
り
に
こ
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
を

つ
け
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
国
を
初
め
て
統
一
し
、
そ
の
後
の
安
定
し
た
権
力
構
造
を
持
っ

た
秦
漢
帝
国
は
、
秦
は
法
家
思
想
を
、
漢
代
は
儒
家
思
想
を
標
榜
し
、

国
家
の
基
盤
に
据
え
ま
し
た
。
後
漢
に
な
り
ま
す
と
皇
帝
の
権
力
を

外
戚
や
宦
官
が
壟
断
し
、
権
力
基
盤
が
揺
ら
ぎ
、
版
図
は
半
減
し
、

思
い
と
言
葉

─
「
言
意
の
弁
」
を
め
ぐ
っ
て

─

赤　

井　

益　

久

国
家
は
脆
弱
化
し
ま
し
た
。
絶
対
的
な
権
力
の
失
墜
は
、
懐
疑
と
不

信
を
生
み
、
か
え
っ
て
士
大
夫
に
圧
政
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
拠
る
べ
き
規
範
を
失
っ
た
知
識
人
ら
は
、
老
荘
思
想
に
傾
斜
し

て
い
き
ま
す
。
魏
晋
に
於
け
る
「
神
秘
主
義
」
の
台
頭
で
す
。
思
想

の
方
面
で
は
、「
易
」「
老
子
」「
荘
子
」
の
所
謂
「
三
玄
」
の
重
視
、

文
学
の
方
で
は
「
遊
仙
詩
」
や
「
玄
言
詩
」
の
流
行
と
い
っ
た
側
面

で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
か
で
も
、
高
踏
的
か
つ
抽
象
的
な

議
論
を
好
む
風
潮
「
清
談
」
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
、
厳
し
い
現
実

か
ら
逃
れ
て
つ
か
の
間
の
安
寧
を
得
よ
う
と
多
く
の
知
識
人
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
「
言
意
の
弁
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
議

論
が
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
言
語
は
人
の
情
意
を
言
い
表
す
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
も
の
で
す
。
本
日
は
、
こ
の
点
を
手
が
か
り
と

し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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二
　「
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
」

　
「
言
意
の
弁
」
の
拠
り
所
は
、『
易
』（
繋
辞
上
伝
）
に
あ
り
ま
す
。

１
子
曰
、
書
不
盡
言
、
言
不
盡
意
。
然
則
聖
人
之
意
、
其
不
可
見
乎
。

子
曰
、
聖
人
立
象
以
盡
意
、
設
卦
以
盡
情
僞
、
繫
辭
焉
以
盡
其
言
、

變
而
通
之
以
盡
利
、
鼓
之
舞
之
以
盡
神
。（
子
曰
く
、
書
は
言
を

尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
聖
人
の
意
は
、

其
れ
見
る
べ
か
ら
ざ
る
か
、
と
。
子
曰
く
、
聖
人
は
象
を
立
て
て

は
以
て
意
を
尽
く
し
、
卦
を
設
け
て
は
以
て
情
偽
を
尽
く
し
、
辞

を
繫
け
て
は
以
て
其
の
言
を
尽
く
し
、
変
じ
て
之
を
通
じ
以
て
利

を
尽
く
し
、
之
を
鼓
し
之
を
舞
し
て
以
て
神
を
尽
く
す
、
と
。）

　

こ
の
部
分
の
真
意
は
、『
易
』
の
卦
爻
辞
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
本
来
的
に
書
物
や
言
語
は
、
心
に
思
う
こ
と
を
言
い
尽
く
す
こ

と
が
で
き
な
い
、
そ
れ
故
に
こ
そ
卦
爻
辞
を
作
っ
て
言
葉
の
伝
え
き

れ
ぬ
深
意
を
尽
く
そ
う
と
し
た
、と
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

後
の
議
論
の
展
開
上
、
留
意
す
べ
き
は
「
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言

は
意
を
尽
く
さ
ず
」
と
言
っ
て
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
卦
爻
辞
と
い

う
介
在
す
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

言
葉
と
情
意
と
の
関
係
性
を
取
り
上
げ
た
こ
の
議
論
は
、
清
談
の
格

好
の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
言
語
は
情
意
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
議
論
で
す
。

　

魏
の
荀
彧
の
子
、
荀
粲
は
、「
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
」
を
主
張
し

ま
し
た
。
以
下
の
言
論
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

２
魏
荀
粲
、
字
奉
倩
、
粲
太
尉
顗
之
弟
也
。
諸
兄
竝
以
儒
術
論
議
、

而
粲
獨
好
言
道
、
嘗
以
爲
子
貢
稱
夫
子
之
言
性
與
天
道
、
不
可
得

聞
。
然
則
六
籍
雖
存
、
固
聖
人
之
糠
粃
。
粲
兄
俁
難
曰
、
易
亦
云
、

聖
人
立
象
以
盡
意
繫
辭
焉
以
盡
言
。
則
微
言
胡
爲
不
可
得
而
聞
見

哉
。
粲
答
曰
、
蓋
理
之
微
者
、
非
物
象
之
所
舉
也
。
今
稱
立
象
以

盡
意
、
此
非
通
於
意
外
者
也
。
繫
辭
焉
以
盡
言
、
此
非
言
乎
繫
表

者
也
。
斯
則
象
外
之
意
、
繫
表
之
言
、
固
藴
而
不
出
矣
。
俁
及
當

時
能
言
者
不
能
屈
也
。（
魏
の
荀
粲
、
字
は
奉
倩
、
粲
は
太
尉
顗

の
弟
な
り
。
諸
兄
並
び
に
儒
術
の
論
議
を
以
て
す
る
も
、
而
れ
ど

も
粲
独
り
道
を
言
ふ
を
好
み
、
嘗
て
以お
も

為へ

ら
く
子
貢 

夫
子
の
性

と
天
道
と
を
言
ふ
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
と
称
す
。
然
ら
ば

則
ち
六
籍
は
存
す
と
雖
も
、
固
よ
り
聖
人
の
糠
粃
な
り
と
。
粲
の

兄
俁ぐ

難
じ
て
曰
く
、
易
も
亦
た
云
ふ
、
聖
人
象
を
立
て
て
以
て
意

を
尽
く
し
辞
を
繫
け
て
以
て
言
を
尽
く
す
と
。
則
ち
微
言
胡な
ん

為す

れ

ぞ
得
て
聞
見
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
粲
答
へ
て
曰
く
、
蓋
し
理
の

微
な
る
者
、
物
象
の
挙
ぐ
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
今 

象
を
立
て

以
て
意
を
尽
く
す
と
称
す
る
も
、
此
れ
意
外
に
通
ず
る
者
に
非
ざ

る
な
り
。
辞
を
繫
け
て
以
て
言
を
尽
く
す
も
、
此
れ
繫
表
を
言
ふ
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に
非
ざ
る
者
な
り
。
斯
れ
は
則
ち
象
外
の
意
、
繫
表
の
言
、
固も
と

よ

り
藴
に
し
て
出
で
ず
と
。
俁
及
び
当
時
の
能
く
言
ふ
者
屈
す
る
能

は
ざ
る
な
り
。）�

―
『
冊
府
元
亀
』
巻
八
二
九
、
總
録
部
「
論
議
」

　

議
論
の
要
点
は
、
以
下
の
よ
う
で
す
。
荀
粲
の
兄
弟
た
ち
は
儒
学

を
嗜
ん
だ
が
荀
粲
ひ
と
り
道
学
に
親
し
み
ま
し
た
。荀
粲
は
、『
論
語
』

（
公
冶
長
）
に
も
「
子
貢
曰
く
、
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く
べ
き

な
り
。
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言
ふ
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
な

り
」
と
言
う
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
聖
人
の
主
張
は
、
意
味
深
長

な
点
が
あ
り
、
孔
子
の
残
し
た
聖
典
さ
え
も
そ
の
言
行
の
「
か
す
」

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
荀
粲
の
兄
俁
は
、
こ
れ
を
聞

き
論
難
し
て
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。『
易
』
に
は
、
象
を
立
て
て

意
を
尽
く
す
と
言
う
、
そ
う
で
あ
れ
ば
「
微
言
」（
奥
深
い
意
味
の

あ
る
言
葉
）
も
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
。
荀
粲
は
こ

れ
に
反
駁
し
て
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
自
説
を
開
陳
し
ま
す
。『
易
』

の
所
説
も
「
言
外
」
に
通
じ
、「
繋
表
」
を
言
い
う
る
も
の
で
は
な

い
と
、
意
味
深
長
で
微
妙
な
心
情
は
言
い
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
と
主
張
し
、
兄
を
は
じ
め
当
時
の
能
弁
で
さ
え
荀
粲
を
言
い

負
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
荀
粲
の
意
見
は
、
心
情
の
動
き
は
深
長
か
つ
複
雑
微

妙
で
あ
り
、
そ
れ
を
言
語
表
現
で
完
全
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
魏
晋
の
清
談
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
「
言
不

尽
意
」（
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
）
論
の
立
場
を
と
る
者
が
多
く
、
言

語
の
限
定
性
、
情
意
の
無
限
定
性
を
比
較
的
に
と
ら
え
て
論
評
す
る

こ
と
で
、
情
意
を
よ
り
無
限
定
に
考
え
る
方
が
当
時
の
知
識
人
の
好

尚
に
合
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
取
る
の
が
「
言
尽
意
」（
言
は
意

を
尽
く
す
）
論
で
す
。
晋
の
欧
陽
建
の
主
張
を
見
て
み
ま
す
。

３
晉
歐
陽
建
、
言
盡
意
論
曰
、
有
雷
同
君
子
問
於
違
衆
先
生
曰
、
世

之
論
者
以
爲
言
不
盡
意
、
由
來
尙
矣
。
至
乎
通
才
達
識
、
咸
以
爲

然
。
若
夫
蔣
公
之
論
眸
子
、
鍾
・
傅
之
言
才
性
、
莫
不
引
此
爲
談

證
。
而
先
生
以
爲
不
然
何
哉
。
先
生
曰
、夫
天
不
言
而
四
時
行
焉
、

聖
人
不
言
而
鍳
識
存
焉
。
形
不
待
名
而
方
圎圎
已
著
。
色
不
俟
稱
而

黒
白
以
彰
。
然
則
名
之
於
物
無
施
者
也
。
言
之
於
理
無
爲
者
也
。

而
古
今
務
於
正
名
、
聖
賢
不
能
去
言
。
其
故
何
也
。
誠
以
理
得
於

心
、
非
言
不
暢
、
物
定
於
彼
、
非
言
不
辨
。
言
不
暢
志
、
則
無
以

相
接
。
名
不
辨
物
、
則
鍳
識
不
顯
、
鍳
識
顯
而
名
品
殊
言
、
稱
接

而
情
志
暢
、
原
其
所
以
、
本
其
所
由
、
非
物
有
自
然
之
名
、
理
有

必
定
之
稱
也
。
欲
辨
其
實
、
則
殊
其
名
。
欲
宣
其
志
、
則
立
其
稱
。

名
逐
物
而
遷
、
言
因
理
而
變
、
此
猶
聲
發
響
應
、
形
存
影
附
、
不

得
相
與
爲
二
。
茍茍
其
不
二
、
則
無
不
盡
。
吾
故
以
爲
盡
矣
。（
晋
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の
欧
陽
建
、
言
は
意
を
尽
く
す
論
に
曰
く
、
雷
同
の
君
子 

違
衆

先
生
に
問
ふ
有
り
て
曰
く
、
世
の
論
者
以
て
言
は
意
を
尽
く
さ
ざ

る
と
為
す
、
由
り
て
来
た
る
と
こ
ろ
尚
し
。
通
才
達
識
に
至
り
て

は
、
咸
以
て
然
り
と
為
す
。
若
し
夫
れ
蔣
公
の
眸
子
を
論
じ
、
鍾
・

傅
の
才
性
を
言
ふ
は
、此
れ
を
引
き
て
談
証
と
為
さ
ざ
る
は
莫
し
。

而
れ
ど
も
先
生
以
て
然
ら
ず
と
為
す
は
何
ぞ
や
。
先
生
曰
く
、
夫

れ
天
言
は
ず
し
て
四
時
行
は
れ
、
聖
人
言
は
ず
し
て
鍳
識
存
す
。

形
は
名
を
待
た
ず
し
て
方
円
已
に
著あ
ら

は
る
。
色
は
称
を
俟ま

た
ず
し

て
黒
白
以
て
彰あ
ら

は
る
。
然
ら
ば
則
ち
名
の
物
に
於
け
る
や
施
す
者

無
し
。
言
の
理
に
於
け
る
や
為
す
者
無
し
。
而
れ
ど
も
古
今
正
名

に
務
め
、
聖
賢
言
を
去
る
能
は
ず
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
誠
に
理

を
以
て
心
に
得
れ
ば
、
言
に
非
ざ
れ
ば
暢
び
ず
、
物 

彼
に
定
ま

れ
ば
、
言
に
非
ざ
れ
ば
弁
ぜ
ず
。
言 

志
を
暢
ば
さ
ざ
れ
ば
、
則

ち
以
て
相
接
す
る
無
し
。
名 

物
を
弁
ぜ
ざ
れ
ば
、
則
ち
鍳
識
顕

は
れ
ず
。
鍳
識
顕
は
る
れ
ば
品
に
名
づ
け
言
を
殊
に
す
、
称
接
し

て
情
志
暢
ぶ
。
其
の
所
以
を
原た
づ

ね
、
其
の
由
る
所
に
本
づ
け
ば
、

物
に
自
然
の
名
有
り
、
理
に
必
定
の
称
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
其

の
実
を
弁
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
名
を
殊
に
す
。
其
の
志

を
宣の

べ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
称
を
立
つ
。
名
は
物
を
逐
ひ

て
遷
り
、
言
は
理
に
因
り
て
変
は
る
、
此
れ
猶
ほ
声
発
し
て
響
き

応
じ
、
形
存
し
て
影
附
が
ご
と
く
、
相
与と
も

に
二
と
為
る
を
得
ず
。

苟
し
く
も
其
れ
二
た
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
尽
き
ざ
る
は
無
し
。
吾
故

に
以
て
尽
く
る
と
為
す
と
。

�

─
『
芸
文
類
聚
』
巻
十
九
、
人
部
「
言
語
」
所
引
、

西
晋
・
欧
陽
建
「
言
尽
意
論
」　

　

付
和
雷
同
の
君
子
が
「
衆
人
と
意
見
を
異
に
す
る
先
生
」
に
尋
ね

て
聞
き
ま
す
。
世
は
「
言
不
尽
意
」
論
に
賛
同
す
る
者
多
く
、
知
識

人
ら
は
そ
れ
に
み
な
賛
意
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
魏
の
蔣
済

は
人
の
「
眸
子
」（
瞳
）
を
見
れ
ば
そ
の
人
物
が
分
か
る
と
考
え
ま

し
た
。「
眸
子
伝
神
」（
眸
が
そ
の
人
の
精
神
を
表
し
て
い
る
）
と
み

な
し
、
当
時
の
知
識
人
は
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
証
拠
と
し
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
「
違
衆
先
生
」
は
そ
う
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
の
は
何

故
か
。
先
生
は
こ
う
言
い
ま
す
。
天
は
物
言
わ
ず
に
四
季
が
巡
り
、

聖
人
は
物
言
わ
ず
に
鑑
識
眼
が
あ
る
。
形
状
は
名
前
が
付
け
ら
れ
る

以
前
に
、
四
角
や
丸
が
決
ま
っ
て
い
る
。
色
彩
は
名
称
以
前
に
黒
白

が
定
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
物
に
お
け
る
名
前
は
役

割
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
古
来
「
名
実
一
致
」
を
求
め
て
き

た
し
、
聖
賢
と
い
え
ど
も
言
葉
を
大
事
に
し
て
き
た
。
そ
れ
は
ど
う

し
て
だ
ろ
う
か
。
自
ら
の
心
が
道
理
を
得
て
も
、
言
語
で
な
け
れ
ば

伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
物
は
名
で
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
区
別
で

き
な
い
。
言
語
に
よ
っ
て
志
を
述
べ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
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と
は
で
き
な
い
。
名
称
が
物
を
弁
別
し
な
け
れ
ば
、
鑑
識
眼
は
発
揮

で
き
な
い
。
鑑
識
眼
が
発
揮
で
き
れ
ば
物
に
名
を
付
け
て
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
、
言
語
に
よ
り
志
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理

由
は
、
物
に
も
と
も
と
名
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
道
理
に
従
っ
て

呼
称
が
で
き
た
。
そ
の
実
態
を
見
極
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
お
の
ず
と

そ
の
名
称
に
よ
り
区
別
す
る
。
そ
の
志
を
述
べ
よ
う
と
す
れ
ば
、
し

ぜ
ん
言
葉
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
名
は
物
に
し
た
が
い
異
な

り
、
言
語
は
道
理
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
そ
れ
は
恰
も
声
の
発
す
る

に
従
っ
て
響
き
が
応
じ
、
影
を
形
が
追
う
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
は

二
つ
に
は
な
り
得
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
言
に
よ
っ
て
意
は
尽
き
な
い

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
、私
は
「
言
は
意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
考
え
る
の
で
あ
る
、
と
答
え
ま
す
。

　

登
場
人
物
に
「
雷
同
君
子
」
と
「
違
衆
先
生
」
と
い
う
呼
称
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
議
論
の
趨
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
す
。「
言
不
尽
意
」
論
は
、そ
れ
こ
そ
付
和
雷
同
す
る
人
々

が
多
く
支
持
し
、「
言
尽
意
」
論
を
圧
倒
す
る
形
勢
で
し
た
。
そ
の

中
で
、
欧
陽
建
の
展
開
し
た
議
論
も
な
か
な
か
の
も
の
と
言
っ
て
良

い
で
し
ょ
う
。
勿
論
、
清
談
と
し
て
は
ど
ち
ら
が
勝
ち
、
ど
ち
ら
が

負
け
と
い
う
こ
と
は
無
い
の
で
す
が
、
の
ち
の
言
語
と
情
意
と
の
関

係
性
を
話
題
に
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
清
談
に
お
け
る
議
論
は
大
い

に
刺
激
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
議
論
は
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
で
そ
れ
以
上
の
進
展
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
国
文
学
の
進
展
を
考
慮
す
る
際
に
、
こ
の
両
者
が
拮
抗
し
、
衝

突
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
た
と
言
え
ま

す
。
議
論
の
た
め
の
議
論
と
言
え
な
く
も
な
い
の
で
す
が
、「
言
不

尽
意
」
論
と
「
言
尽
意
」
論
の
主
張
は
、
中
国
文
学
の
言
語
表
現
と

心
情
思
惟
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
は
先
ず
押
さ
え
て
お
く
べ
き
議

論
と
言
え
ま
す
。

三
　「
意
を
得
て
象
を
忘
す
」

　
「
言
不
尽
意
」
論
と
「
言
尽
意
」
論
に
と
っ
て
、「
言
」
と
「
意
」

と
の
関
係
を
対
立
的
に
捉
え
て
言
語
に
よ
る
表
現
の
可
否
を
問
う
だ

け
で
、
相
わ
た
る
関
係
性
や
両
者
間
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
考
え
を
創

出
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
言
意
の
弁
」
の

契
機
に
な
っ
た
『
易
』
を
め
ぐ
っ
て
、
魏
の
王
弼
が
展
開
し
た
主
張

は
そ
の
間
の
矛
盾
を
克
服
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
言
え
ま

す
。「
忘
」
と
い
う
概
念
を
援
用
し
た
主
張
は
以
下
の
よ
う
で
す
。

４
故
言
者
、
所
以
明
象
、
得
象
而
忘
言
。
象
者
、
所
以
存
意
、
得
意

而
忘
象
。
猶
蹄
者
、
所
以
在
兎
、
得
兎
而
忘
蹄
。
筌
者
、
所
以
在
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魚
、
得
魚
而
忘
筌
也
。
然
則
、
言
者
象
之
蹄
也
。
象
者
、
意
之
筌

也
。
是
故
、
存
言
者
、
非
得
象
者
也
。
存
象
者
、
非
得
意
者
也
。

象
生
於
意
而
存
象
焉
、
則
所
存
者
乃
非
其
象
也
。
言
生
於
象
而
存

言
焉
、
則
所
存
者
乃
非
其
言
也
。
然
則
、
忘
象
者
、
乃
得
意
者
也
。

忘
言
者
、
乃
得
象
者
也
。
得
意
在
忘
象
、
得
象
在
忘
言
。（
故
に

言
な
る
者
は
象
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
れ
ば
、
象
を
得
て
言
を

忘
す
。
象
な
る
者
は
、
意
を
存
す
る
所
以
な
れ
ば
、
意
を
得
て
象

を
忘
す
。
猶
ほ
蹄
な
る
者
は
、
兎
を
存と
ら

ふ
る
所
以
な
れ
ば
、
兎
を

得
て
蹄
を
忘
す
。
筌
な
る
者
は
魚
を
在
ふ
る
所
以
な
れ
ば
、
魚
を

得
て
筌
を
忘
す
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
、
言
と
は
象
の
蹄
な
り
。

象
と
は
、
意
の
筌
な
り
。
是
の
故
に
、
言
を
存
す
る
者
は
、
象
を

得
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
象
を
存
す
る
者
は
、
意
を
得
る
者
に
非

ざ
る
な
り
。
象
は
意
よ
り
生
じ
て
象
を
存
す
る
は
、
則
ち
存
す
る

所
の
者
は
乃
ち
其
の
象
に
非
ざ
る
な
り
。
言
は
象
よ
り
生
じ
て
言

を
存
す
る
は
、
則
ち
存
す
る
所
の
者
は
乃
ち
其
の
言
に
非
ざ
る
な

り
。
然
ら
ば
則
ち
、
象
を
忘
す
と
は
、
乃
ち
意
を
得
る
者
な
り
。

言
を
忘
す
と
は
、
乃
ち
象
を
得
る
者
な
り
。
意
を
得
る
は
象
を
忘

す
る
に
在
り
、
象
を
得
る
は
言
を
忘
す
る
に
在
り
。）

�

─
魏
・
王
弼
『
周
易
略
例
』
明
象　

　

そ
も
そ
も
言
語
と
は
「
象
」
を
得
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、「
象
」

さ
え
手
に
入
れ
れ
ば
言
語
は
不
要
に
な
る
。「
象
」
は
情
意
を
手
に

入
れ
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
情
意
を
手
に
入
れ
れ
ば
象
は
不
要
に

な
る
、
と
い
う
議
論
で
す
。
分
か
り
や
す
く
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
意
」
←
「
象
」
←
「
言
」

　

そ
れ
は
あ
た
か
も
兎
を
捕
る
た
め
の
「
蹄
」（
わ
な
）
や
魚
を
獲

る
た
め
の
「
筌
」（
う
え
・
ふ
せ
ご
）
と
同
じ
で
、
獲
物
が
手
に
入

れ
ば
そ
の
道
具
や
手
段
は
不
要
に
な
る
、
と
い
う
主
張
で
す
。
そ
れ

を
王
弼
は
「
象
な
る
者
は
、
意
を
存
ふ
る
所
以
な
れ
ば
、
意
を
得
て

象
を
忘
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
蹄
」「
筌
」
の
比
喩
は
、『
荘
子
』

雑
篇
・
外
物
第
二
十
六
を
踏
ま
え
、「
忘
」
も
や
は
り
『
荘
子
』
内
篇
・

大
宗
師
第
六
に
典
拠
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の「
忘
」は
、『
荘

子
』
に
言
う
「
坐
忘
」
を
思
い
浮
か
べ
る
と
理
解
し
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
有
名
な
顔
回
と
孔
子
の
や
り
と
り
で
す
。
あ
る
日
、
顔
回
が

孔
子
に
自
分
に
は
進
境
が
あ
っ
た
と
伝
え
ま
す
。
そ
れ
は
「
坐
忘
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
孔
子
が
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
尋
ね
ま
す
。
顔
回
は
、
肉
体
の
存
在
か
ら

離
れ
、
心
の
知
恵
を
捨
て
、
差
別
を
超
え
た
「
大
通
」
に
同
化
す
る

こ
と
で
あ
る
と
答
え
ま
す
。
孔
子
は
そ
れ
を
聞
き
顔
回
の
考
え
を
認

め
「
而
は
果
た
し
て
其
れ
賢
な
る
か
な
。
丘
や
請
ふ
、
而
の
後
に
従

は
ん
」
と
賞
賛
し
ま
す
。
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こ
こ
で
言
う
「
坐
忘
」
は
、
忘
却
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
よ
り

は
、
居
な
が
ら
に
し
て
す
べ
て
の
差
別
を
超
越
す
る
こ
と
、
既
存
の

価
値
に
と
ら
わ
れ
ず
に
束
縛
か
ら
離
れ
て
自
由
で
い
る
こ
と
を
言
い

表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
王
弼
は
こ
の
『
荘
子
』
内
篇
・
大
宗
師
第

六
の
「
坐
忘
」
を
踏
ま
え
て
「
忘
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、言
い
換
え
れ
ば
「
意
」「
象
」「
言
」
三
者
の
関
係
を
、

そ
れ
ぞ
れ
矛
盾
を
止
揚
す
る
こ
と
で
高
次
の
概
念
を
提
出
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
王
弼
が
指
摘
す
る
の
は
『
易
』
に

お
け
る
卦
爻
辞
の
解
釈
で
あ
っ
て
、
広
く
言
語
表
現
と
情
意
の
関
係

性
を
説
明
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
言
語
と
情
意
の

間
に
「
象
」
を
介
在
さ
せ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
王
弼
の
考
え
は
、

三
玄
の
流
行
と
と
も
に
魏
晋
期
か
ら
南
朝
宋
に
か
け
て
人
々
を
引
き

つ
け
ま
し
た
。

四
　「
理
は
其
の
辞
に
過
ぎ
、
淡
乎
と
し
て
味
は
ひ
寡

し
。」

　

こ
の
時
期
の
「
三
玄
」
の
盛
行
は
正
史
の
記
録
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
代
表
的
な
論
述
を
見
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
有
り
ま

す
。

５
有
晉
中
興
、
玄
風
獨
振
、
爲
學
究
柱
下
、
博
物
止
乎
七
篇
、
馳
騁

文
辭
、
義
單
乎
此
。
自
建
武
曁
乎
義
熙
、
歷
載
將
百
、
雖
綴
響
聯

辭
、
波
屬
雲
委
、
莫
不
寄
言
上
德
、
托
意
玄
珠
、
遒
麗
之
辭
、
無

聞
焉
爾
。
仲
文
始
革
孫
・
許
之
風
、
叔
源
大
變
太
元
之
氣
。
爰
逮

宋
氏
、
顔
・
謝
騰
聲
。
靈
運
之
興
會
標
擧
、
延
年
之
體
裁
明
密
、

竝
方
軌
前
秀
、
垂
範
後
昆
。（
有
晋
中
興
し
て
、
玄
風
独
り
振
ひ
、

学
を
為
す
や
柱
下
に
究
ま
り
、
物
を
博
む
る
や
七
篇
に
止
ま
り
、

文
辞
を
馳
騁
す
る
は
、
義
は
此
に
単
く
。
建
武
よ
り
義
熙
に
曁お
よ

ぶ

ま
で
、
載
を
歴
る
こ
と
将
に
百
な
ら
ん
と
し
、
響
き
を
綴
り
辞
を

聯
ぬ
る
こ
と
、
波
の
ご
と
く
属つ
づ

き
雲
の
ご
と
く
委つ

も
る
と
雖
も
、

言
を
上
徳
に
寄
せ
、
意
を
玄
珠
に
托
せ
ざ
る
は
莫
く
、
遒
麗
の
辞

は
、
聞
く
無
き
の
み
。
仲
文
は
始
め
て
孫
・
許
の
風
を
革あ
ら
ため
、
叔

源
は
大
い
に
太
元
の
気
を
変
ず
。
爰
に
宋
氏
に
逮お
よ

び
、
顔
・
謝
は

声
を
騰あ

ぐ
。
霊
運
の
興
会
標
挙
な
る
、
延
年
の
体
裁
明
密
な
る
、

並
び
に
軌
を
前
秀
に
方な
ら

べ
、
範
を
後
昆
に
垂
る
。）

�

─
『
宋
書
』
巻
六
七
、
謝
霊
運
伝
論　

　

晋
が
興
っ
て
老
荘
の
風
が
流
行
し
、
学
問
と
言
え
ば
『
老
子
』
や

『
荘
子
』
ば
か
り
に
限
ら
れ
、
文
学
に
お
い
て
も
そ
れ
を
出
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
晋
の
建
武
（
三
一
八
）
よ
り
義
熙
年
間
（
四
〇
五
～
）

に
至
る
百
年
に
お
い
て
も
、
結
局
は
『
老
子
』
や
『
荘
子
』
の
受
け
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売
り
に
過
ぎ
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
力
強
い
美
し
い
言
葉
を
耳
に
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
殷
仲
文
が
孫
綽
や
許
詢
の
玄
言

詩
を
改
革
し
、
謝
混
が
老
荘
依
存
の
風
潮
に
変
化
を
与
え
た
。
や
が

て
、
宋
代
に
至
る
と
謝
霊
運
や
顔
延
之
が
出
て
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
詩

風
が
一
世
を
風
靡
し
て
、
先
人
と
肩
を
並
べ
、
後
代
に
範
を
垂
れ
る

も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
指
摘
は
『
南
斉
書
』
文
学
伝
論
に
も
あ
り
ま

す
。

６
江
左
風
味
、
盛
道
家
之
言
、
郭
璞
擧
其
靈
變
、
許
詢
極
其
名
理
、

仲
文
玄
氣
、
猶
不
盡
除
、
謝
混
情
新
、
得
名
未
盛
。
顔
・
謝
竝
起
、

乃
各
擅
奇
、
休
・
鮑
後
出
、
咸
亦
標
世
、
朱
藍
共
姸
、
不
相
祖
述
。

（
江
左
の
風
味
は
、
道
家
の
言
を
盛
ん
に
し
、
郭
璞 
其
の
霊
変
を

挙
げ
、
許
詢 

其
の
名
理
を
極
め
、
仲
文
の
玄
気
、
猶
ほ
尽
こ
と
ご
とく
は

除
か
ず
、
謝
混
の
情
新
た
な
る
は
、
名
を
得
る
こ
と
未
だ
盛
ん
な

ら
ず
。
顔
・
謝
並
び
に
起
こ
り
て
、乃
ち
各
お
の
奇
を
擅
ほ
し
い
ま
まに

し
、休
・

鮑
は
後
に
出
で
て
、
咸み
な

亦
た
世
に
標
す
、
朱
藍
姸
を
共
に
し
て
、

相
祖
述
せ
ず
。）�

─
『
南
斉
書
』
巻
五
二
、
文
学
伝
論　

　

南
朝
の
風
潮
は
、
道
家
の
思
想
が
盛
行
し
、
郭
璞
や
許
詢
が
名
を

馳
せ
た
。
殷
仲
文
が
そ
の
気
風
を
糺
し
た
が
一
掃
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
謝
混
の
清
新
さ
も
時
代
を
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

や
が
て
顔
延
之
や
謝
霊
運
が
出
て
、
よ
う
や
く
独
自
の
詩
風
を
打
ち

立
て
、
次
い
で
南
朝
梁
の
沈
約
や
宋
の
鮑
照
が
出
て
一
世
を
風
靡
し

た
。

　

こ
の
二
つ
の
歴
史
書
が
指
摘
す
る
評
価
は
、
魏
晋
期
か
ら
南
朝
に

か
け
て
は
、
老
荘
思
想
が
思
想
や
文
学
の
気
風
を
蔽
い
、
す
べ
て
が

そ
れ
一
色
に
染
ま
っ
て
い
た
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
南
朝
梁
の
鍾
嶸

『
詩
品
』
序
に
も
「
永
嘉
の
時
、
黄
・
老
を
貴
び
、
稍
く
虚
談
を
尚
ぶ
。

時
に
篇
什
に
於
け
る
や
、
理
は
其
の
辞
に
過
ぎ
、
淡
乎
と
し
て
味
は

い
寡
し
。
爰
に
江
左
に
及
び
、
微
波 

尚
ほ
伝
は
る
。
孫
綽
・
許
詢
・

桓
・
庾
の
諸
公
、
詩
は
皆
平
典
に
し
て
道
徳
論
に
似
、
建
安
の
風
力

尽
け
り
」
と
あ
っ
て
、
論
者
が
均
し
く
認
め
る
趨
勢
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す

　

加
え
て
、
い
ず
れ
の
正
史
に
あ
っ
て
も
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い

た
の
が
謝
霊
運
と
顔
延
之
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
示
唆
的
で

あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
謝
霊
運
は
陶
淵
明
と
並
ん
で
六
朝

期
を
代
表
す
る
詩
人
で
す
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は
陶
淵
明
よ
り
は
評

価
が
高
く
、
田
園
詩
人
と
い
う
陶
淵
明
に
対
し
て
山
水
詩
人
と
い
う

評
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
謝
霊
運
が
新
た
な
気
風
を
開
い
た
と
目

さ
れ
る
の
は
ど
う
い
う
詩
風
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。



思
い
と
言
葉

九

五
　「
物
我
同
忘
、
有
無
一
観
」

　

謝
霊
運
の
詩
を
見
る
ま
え
に
、
東
晋
の
陶
淵
明
を
一
瞥
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
よ
く
知
ら
れ
た
「
飲
酒
詩
二
十
首
」
其
の
五
で

す
。

７　

飮
酒
二
十
首　

其
五　
（
飲
酒
二
十
首　

其
の
五
）　

東
晋
・
陶

淵
明

　

結
廬
在
人
境　

�

廬
を
結
び
て
人
境
に
在
り　
（
人
里
に
家
を
構
え

る
が
）

　

而
無
車
馬
喧　

�

而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し　
（
訪
れ
る
人
の
車
馬

の
音
も
聞
こ
え
な
い
）

　

問
君
何
能
爾　

�

君
に
問
う　

何
ぞ
能
く
爾
る
と　
（
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
問
え
ば
）

　

心
遠
地
自
偏　

�

心
遠
け
れ
ば　

地
自
ず
か
ら
偏
な
り　
（
心
の
持

ち
方
し
だ
い
で
田
舎
暮
ら
し
も
同
然
だ
）

　

採
菊
東
籬
下　

�

菊
を
採
る　

東
籬
の
下　
（
東
の
籬
の
も
と
で
、

菊
を
と
り
）

　

悠
然
見
南
山　

�

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る　
（
ゆ
っ
た
り
と
廬
山

を
見
や
る
）

　

山
氣
日
夕
佳　

�

山
気　

日
夕
に
佳
く　
（
山
の
佇
ま
い
は
夕
刻
が

最
も
良
く
）

　

飛
鳥
相
與
還　

�

飛
鳥　

相
与
に
還
る　
（
飛
ぶ
鳥
が
連
れ
立
っ
て

ね
ぐ
ら
に
帰
る
）

　

此
中
有
眞
意　

�

此
の
中
に
真
意
有
り　
（
こ
う
し
た
中
に
こ
そ
自

然
の
本
質
が
あ
り
）

　

欲
辦
已
忘
言　

�

弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る　
（
そ
れ
を
表

現
し
よ
う
と
す
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い
）

　

こ
の
最
後
の
二
句
は
注
意
が
必
要
で
す
。「
此
の
中
に
真
意
有
り
、

弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
」
の
意
味
は
深
長
で
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
陶
淵
明
が
目
に
し
た
自
然
の
中
に
こ
そ
人
の
生
き
る
意

味
が
あ
り
、
真
理
が
あ
る
の
だ
と
い
う
解
釈
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

事
な
の
は
末
の
一
句
で
す
。
そ
れ
を
言
葉
に
し
よ
う
と
す
る
が
言
葉

に
な
ら
な
い
、
と
言
い
つ
つ
こ
の
詩
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
言
語
表

現
を
一
見
放
棄
す
る
よ
う
に
見
え
て
言
語
表
現
を
捨
て
て
い
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
い
う
「
言
を
忘
る
」
を
読
ん
で
、
誰
し
も
王
弼
の
「
忘

言
」「
忘
象
」
を
思
い
起
こ
す
で
し
ょ
う
。
言
語
と
真
意
の
関
係
を

突
き
詰
め
て
追
求
し
て
い
ま
せ
ん
。
緩
や
か
に
意
識
し
つ
つ
、
留
保

し
て
読
む
者
に
そ
の
感
じ
る
部
分
を
余
白
と
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

陶
淵
明
の
成
功
は
、
こ
の
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
後
世
に
お
け
る
評

価
が
高
い
の
も
、
じ
つ
は
余
白
の
美
と
言
う
べ
き
点
に
あ
る
と
考
え
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て
い
ま
す
。

　

陶
淵
明
に
お
け
る
や
や
抽
象
的
に
見
え
る
表
現
は
、
自
己
の
中
で

相
当
に
淘
汰
精
製
さ
れ
て
結
実
し
た
も
の
で
、
玄
言
詩
の
名
残
を
感

じ
さ
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
自
然
観
照
が
深
め
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
謝
霊
運
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
代
表

作
「
従
斤
竹
澗
越
嶺
渓
行
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

８　

從
斤
竹
㵎
越
嶺
溪
行　
（
斤
竹
澗
よ
り
嶺
を
越
え
て
渓
行
す
）　

　
　

 

南
朝
宋
・
謝
霊
運

　

猿
鳴
誠
知
曙　

�

猿
鳴
い
て　

誠
に
曙
な
る
を
知
る
も　
（
猿
の
鳴

き
声
を
聞
き
、
朝
の
訪
れ
を
知
る
も
）

　

谷
幽
光
未
顯　

�

谷
幽
く
し
て　

光
は
未
だ
顕
か
な
ら
ず　
（
谷
は

深
く
か
つ
暗
く
、
朝
日
は
届
か
な
い
）

　

巖
下
雲
方
合　

�

巌
の
下
に　

雲
は
方
め
て
合
し　
（
山
の
巌
の
下

に
、
雲
が
は
じ
め
て
集
ま
り
）

　

花
上
露
猶
泫　

�

花
の
上
に　

露
は
猶
お
泫
る　
（
花
の
上
に
は
、

未
だ
露
の
潤
い
が
残
る
）

　

逶
迤
傍
隈
隩　

�

逶
迤
と
し
て　

隈
隩
に
傍
ひ　
（
曲
が
り
く
ね
る

谷
川
沿
い
に
進
み
）

　

苕
遞
陟
陘
峴　

�

苕
遞
と
し
て　

陘
峴
を
陟
る　
（
は
る
か
に
続
く

山
並
み
を
越
え
て
い
く
）

　

過
㵎
既
厲
急　

�

澗
を
過
ぎ
て　

既
に
急
な
る
を
厲
り　
（
谷
川
は
、

早
瀬
の
箇
所
を
渡
り
）

　

登
棧
亦
陵
緬　

�

棧
に
登
り
て　

亦
た
緬
か
な
る
を
陵
ゆ　
（
ま
た

山
並
み
は
桟
道
を
踏
ん
で
い
く
）

　

川
渚
屢
徑
復　

�

川
渚
は　

屢
し
ば
径
復
し　
（
中
洲
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
を
行
き
来
し
）

　

乗
流
翫
回
轉　

�

流
れ
に
乗
り
て　

回
転
を
翫
む　
（
渦
巻
く
流
れ

に
、
船
を
運
ん
で
楽
し
む
）

　

蘋
萍
泛
沈
深　

�

蘋
萍
は　

沈
深
に
泛
び　
（
水
面
の
浮
き
草
は
、

深
み
に
う
か
び
）

　

菰
蒲
冒
清
淺　

�

菰
蒲
は　

清
浅
を
冒
う　
（
マ
コ
モ
や
ガ
マ
が
澄

ん
だ
浅
瀬
を
覆
う
）

　

企
石
挹
飛
泉　

�

石
に
企
ち
て　

飛
泉
を
挹
み　
（
岩
を
踏
ん
で
吹

き
出
る
泉
を
汲
み
）

　

攀
林
摘
葉
卷　

�

林
を
攀
じ
て　

葉
の
巻
け
る
を
摘
む　
（
林
の
枝

を
よ
じ
り
、
若
い
芽
を
摘
み
取
る
）

　

想
見
山
阿
人　

�

想
ひ
見
る　

山
阿
の
人　
（
こ
の
付
近
に
は
、
山

の
隈
に
住
む
人
が
）

　

薜
蘿
若
在
眼　

�

薜
蘿　

眼
に
在
る
が
若
し　
（
つ
る
草
を
身
に
ま

と
っ
て
眼
前
に
現
れ
る
気
が
す
る
）



思
い
と
言
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一
一

　

握
蘭
勤
徒
結　

�

蘭
を
握
り
て　

勤
を
徒
ら
に
結
び　
（
蘭
を
贈
ろ

う
と
結
ぶ
が
、
気
が
結
ぼ
れ
る
だ
け
）

　

折
麻
心
莫
展　

�

麻
を
折
る
も　

心
を
展
ぶ
る
莫
し　
（
麻
を
摘
み

取
る
が
贈
る
相
手
も
な
く
気
が
晴
れ
な
い
）

　

情
用
賞
爲
美　

�
情
は　

賞
を
用
っ
て
美
と
為
す
も　
（
物
の
真
価

は
自
然
を
愛
で
る
気
持
が
美
を
見
い
だ
し
）

　

事
昩
竟
誰
辨　

�

事
昩
く
し
て　

竟
に
誰
か
弁
ぜ
ん　
（
こ
の
真
理

は
分
か
り
に
く
く
誰
も
説
明
は
で
き
な
い
）

　

觀
此
遺
物
慮　

�

此
れ
を
観
て　

物
慮
を
遺
れ　
（
自
然
を
観
賞
す

る
と
、
俗
世
の
煩
雑
さ
を
忘
れ
ら
れ
る
）

　

一
悟
得
所
遣　

�

一
た
び
悟
り
て
遣
る
所
を
得
た
り　
（
こ
れ
を
悟

る
者
は
、
物
我
の
違
い
を
超
克
で
き
る
）

　

斤
竹
㵎
は
永
嘉
郡
東
方
に
あ
る
谷
川
。
そ
の
渓
流
沿
い
に
舟
に
乗

り
、
あ
る
い
は
陸
上
を
進
ん
で
い
き
ま
す
。
渓
谷
美
や
渚
の
様
子
、

付
近
の
植
物
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
詠
じ
て
い
き
ま
す
。
山
水
詩
人
と
評

さ
れ
る
面
目
躍
如
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
に
い
か
に
も
唐
突

に
「
此
れ
を
観
て
物
慮
を
遺
れ
、一
た
び
悟
り
て
遣
る
所
を
得
た
り
」

と
抽
象
的
な
言
辞
を
吐
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
然
の
美
し
さ
に

感
動
し
て
、
世
の
中
の
煩
わ
し
さ
を
忘
れ
、
心
を
無
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
謝
霊
運

の
詩
を
概
観
し
て
み
ま
す
と
、
似
た
よ
う
な
表
現
が
詩
の
中
に
散
見

で
き
る
よ
う
で
す
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

９
矜
名
道
不
足　

名
を
矜ほ
こ

り
て　

道
足
ら
ず

　

適
己
物
可
忽　

己
れ
を
適
し
て　

物
を
忽ゆ
る
がせ
に
す
べ
し

�

─
『
謝
康
楽
詩
注
』
巻
二
「
遊
赤
石
進
帆
海
」　

10
表
靈
物
莫
賞　

霊
を
表
は
す
も　

物
の
賞
す
る
莫
く

　

蘊
眞
誰
爲
傳　

真
を
蘊つ
つ

め
ど
も　

誰
が
為
に
伝
へ
ん

�

─
『
謝
康
楽
詩
注
』
巻
二
「
登
江
中
孤
嶼
」　

11
慮
淡
物
自
輕　

慮
淡
な
れ
ば　

物
自
ら
軽
く

　

意
愜
理
無
違　

意
愜
こ
こ
ろ
よけ
れ
ば　

理
違た
が

ふ
こ
と
無
し

�

─
『
謝
康
楽
詩
注
』
巻
三
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作
」　

　

こ
れ
ら
の
表
現
だ
け
を
見
て
い
て
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

分
か
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
自
然
に
対
す
る

考
え
を
端
的
に
言
い
表
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
９
の
例
で
は「
己
」

と
「
物
」、
10
の
例
で
は
「
霊
」
と
「
物
」、
11
の
例
で
は
「
慮
」
と

「
物
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
、主
体
を
表
す
「
自

己
」
と
客
体
を
表
す
「
物
」
と
の
関
係
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら



一
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表
現
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
み
ま
す
と
、
謝
霊

運
に
は
こ
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
文
章
「
諸
道
人
に
与
ふ
、弁
宗
論
」

が
あ
り
ま
す
。

10
暫
者
假
也
、
眞
者
常
也
。
假
知
無
常
、
常
知
無
假
。
今
豈
可
以
假

知
之
暫
、
而
侵
常
知
之
眞
哉
。
＊
假
知
者
累
伏
、
故
理
暫
爲
用
、

用
暫
在
理
、
不
恒
其
知
。
眞
知
者
照
寂
、
故
理
常
爲
用
。
用
常
在

理
、
故
永
爲
眞
知
。
＊
累
起
因
心
。
心
觸
成
累
。
累
恒
觸
者
心
日

昏
、
敎
爲
用
者
心
日
伏
。
伏
累
彌
久
至
於
滅
累
。
然
滅
之
時
、
在

累
伏
之
後
也
。
伏
累
滅
累
貌
同
實
異
、
不
可
不
察
。
滅
累
之
體
、

物
我
同
忘
、
有
無
壹
觀
。
伏
累
之
狀
、
他
己
異
情
、
空
實
殊
見
。

殊
實
空
、
異
己
他
者
、
入
於
滯
矣
。
壹
無
有
、
同
我
物
者
、
出
於

照
也
。（
暫
な
る
者
は
仮
な
り
、
真
な
る
者
は
常
な
り
。
仮
知
に

常
無
く
、
常
知
に
仮
無
し
。
今
豈
に
仮
知
の
暫
を
以
て
、
常
知
の

真
を
侵
す
べ
け
ん
や
。
＊
仮
知
な
る
者
は
累
伏
〔
人
を
束
縛
す
る

煩
悩
を
暫
時
除
く
こ
と
〕
す
、
故
に
理
暫
く
用
を
為
す
。
用
は
暫

く
理
に
在
る
も
、
其
の
知
を
恒
に
は
せ
ず
。
真
知
な
る
者
は
照
寂

〔
空
寂
の
本
質
を
観
照
す
る
こ
と
〕
す
、
故
に
理
常
に
用
を
為
す
。

用
常
に
理
に
在
り
、
故
に
永
く
真
知
た
り
。
＊
累
の
起
る
は
心
に

因
る
。
心
触
れ
て
累
と
成
る
。
累
の
触
を
恒
に
す
る
者
は
心
日
に

昏
く
、
教
の
用
と
為
す
者
は
心
日
に
伏
せ
り
。
伏
累
弥
い
よ
久
し

く
し
て
滅
累
に
至
る
。
然
ら
ば
滅
す
る
の
時
は
、
累
伏
の
後
に
在

り
。
伏
累
と
滅
累
と
貌
は
同
じ
き
も
実
は
異
な
れ
り
、
察
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
滅
累
の
体
は
、
物
我
同
忘
、
有
無
一
観
な
り
。
伏
累

の
状
は
、
他
己
情
を
異
に
し
、
空
実
見
を
殊
に
す
。
実
空
を
殊
に

し
、
己
他
を
異
に
す
る
者
は
、
滞
に
入
る
。
無
有
を
一
に
し
、
我

物
を
同
じ
く
す
る
者
は
、照
よ
り
出
づ
る
な
り
。）
─
『
広
弘
明
集
』

巻
十
八
「
法
義
篇
」
謝
霊
運
「
与
諸
道
人
弁
宗
論
」　

　

王
弼
の
「
得
意
在
忘
象
」
と
相
前
後
し
て
、仏
教
で
は
『
般
若
経
』

を
中
心
に
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」、
つ
ま
り
物
色
世
界
の
感
応

を
通
し
て
空
寂
に
至
る
こ
と
が
標
榜
さ
れ
ま
し
た
。
般
若
経
の
小
品

と
大
品
を
対
比
し
た
支
遁
は
、
悟
り
に
至
る
過
程
に
天
分
に
よ
る
遅

速
、
す
な
わ
ち
「
漸
悟
」
と
「
頓
悟
」
と
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

謝
霊
運
に
思
想
的
影
響
を
与
え
た
道
生
は
、「
頓
悟
」
説
を
主
唱
し
、

謝
霊
運
が
漸
悟
派
で
あ
る
法
勖
・
僧
維
・
王
弘
ら
に
反
駁
し
て
ま
と

め
た
の
が
、
右
に
引
い
た
「
弁
宗
論
」
で
す
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
謝
霊
運
の
言
説
の
み
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
＊
以
下
が
謝
霊
運
が
質
問
に
答
え
る
部
分
で
、

こ
れ
だ
け
を
見
て
も
十
分
に
そ
の
考
え
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

非
常
に
抽
象
的
か
つ
複
雑
な
議
論
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
簡
潔
に
内
容
を
見
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
衆
生
は
仏
性
を
も
つ
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一
三

も
障
碍
が
多
く
、
こ
れ
を
取
り
除
く
に
は
修
行
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
結
果
悟
達
成
仏
で
き
る
と
考
え
る
の
が
漸
悟
派
の
主
張
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
衆
生
の
仏
性
は
一
切
の
妄
念
を
に
わ
か
に
断

じ
、煩
瑣
な
階
梯
を
経
る
こ
と
な
く
悟
り
に
至
る
と
考
え
る
の
が「
頓

悟
」
派
で
し
た
。
謝
霊
運
は
道
生
の
「
頓
悟
成
仏
説
」
を
踏
ま
え
て
、

修
行
に
よ
っ
て
得
た
知
は
「
仮
知
」
で
あ
っ
て
「
真
知
」
で
は
な
く
、

「
頓
悟
」
が
真
知
で
あ
る
と
み
と
め
、
真
知
こ
そ
「
照
寂
」
つ
ま
り

空
寂
の
本
質
を
観
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
心
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
煩
悩
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
、
教
え
に
振

り
回
さ
れ
れ
ば
心
は
塞
が
れ
て
し
ま
う
。
煩
悩
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
か
否
か
、
こ
こ
に
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
暫
時
煩
悩
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
伏
累
」
で
あ

り
、
根
本
か
ら
煩
悩
を
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
滅
累
」
で

あ
り
、外
貌
は
似
て
い
る
が
本
質
は
異
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
ま
す
。

「
滅
累
」
は
、す
な
わ
ち
「
物
我
同
忘
」「
有
無
一
観
」
で
あ
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。
客
体
と
主
体
と
の
区
別
を
な
く
し
、
等
し
並
み
に
み
な

す
こ
と
、
ま
た
「
有
」
す
な
わ
ち
実
体
の
あ
る
も
の
と
「
無
」
な
い

も
の
を
一
つ
と
し
て
見
る
こ
と
、
言
い
直
せ
ば
、
主
客
を
超
え
た
空

寂
を
瞬
時
に
悟
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
実
と
空
を
分

け
、
己
と
他
を
設
け
る
こ
と
は
差
別
や
区
分
に
執
着
停
滞
し
、
そ
れ

以
上
展
開
し
ま
せ
ん
。
主
客
や
有
無
を
超
え
た
「
空
」
を
観
照
に
よ

り
に
わ
か
に
悟
る
こ
と
こ
そ
が
「
頓
悟
」
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
先
に
引
用
し
ま
し
た
謝
霊
運
の
詩
に
認
め
ら
れ
る
抽
象
的
な
句

も
、
自
然
を
観
照
し
て
得
ら
れ
た
感
慨
と
し
て
考
え
れ
ば
、
孫
綽
や

許
詢
の
玄
言
詩
の
名
残
と
言
う
よ
り
は
、新
た
に
獲
得
し
た
「
妙
悟
」

の
結
果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

六
　「
詩
境
」
と
い
う
考
え

　

謝
霊
運
が
主
体
と
客
体
と
の
関
係
を
止
揚
し
た
考
え
は
、
自
然
を

詠
じ
た
山
水
詩
を
通
し
て
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
陶
淵
明
が「
飲
酒
詩
」

で
述
べ
ま
し
た
の
も
南
山
の
た
た
ず
ま
い
と
山
気
の
在
り
よ
う
が
人

を
引
き
つ
け
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
言
語
と
情
意
に
介
在
す
る
も

の
と
し
て
、『
易
』
に
言
う
「
象
」
に
代
わ
っ
て
広
く
意
識
さ
れ
た

の
が
自
然
の
在
り
方
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
陶
淵
明
や
謝
霊
運
以
降

の
山
水
詩
の
進
展
に
沿
っ
て
「
言
」
と
「
意
」
を
め
ぐ
っ
て
意
識
は

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、明
確
な
言
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教
は
、

唐
代
に
至
っ
て
「
禅
」
と
し
て
新
た
な
生
命
を
持
ち
ま
し
た
。
禅
は

極
め
て
内
省
的
で
あ
る
が
故
に
、
悟
達
の
境
地
が
自
然
詠
に
託
さ
れ

て
形
式
と
し
て
定
着
す
る
と
、
言
語
表
現
に
と
ら
わ
れ
凝
集
す
べ
き

精
神
の
働
き
が
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
反
省
が

あ
っ
て
、
従
来
の
「
言
意
の
弁
」
を
超
え
る
概
念
を
考
え
る
契
機
と



一
四

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
六
輯

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
が
中
唐
の
詩
僧
で
あ
る
皎
然
に
よ
っ
て
『
詩
式
』
の
中
で
唱

え
ら
れ
た
「
境
」
と
い
う
概
念
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
『
詩
式
』

と
い
う
書
物
は
、
例
句
集
を
も
と
と
し
た
詩
論
書
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
「
取
境
」
の
項
目
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

12
評
曰
、
或
云
、
詩
不
假
脩
餝
、
任
其
醜
朴
、
但
風
韻
正
、
天
眞
全
、

卽
名
上
等
。
予
曰
、
不
然
。
無
鹽
闕
容
而
有
德
、
曷
若
文
王
太
姒

有
容
而
有
德
乎
。
又
云
、
不
要
苦
思
、
苦
思
則
喪
自
然
之
質
。
此

亦
不
然
。
夫
不
入
虎
穴
、
焉
得
虎
子
。
取
境
之
時
、
須
至
難
至
險
、

始
見
奇
句
。
成
篇
之
後
、
觀
其
氣
貌
、
有
似
等
閑
、
不
思
而
得
、

此
高
手
也
。
有
時
意
靜
神
王
、
佳
句
縱
橫
、
若
不
可
遏
、
宛
如
神

助
。
不
然
。
葢
由
先
積
精
思
、
因
神
王
而
得
乎
。（
評
し
て
曰
く
、

或
ひ
と
云
ふ
、「
詩
は
脩
飾
を
仮
ら
ず
、
其
の
醜
朴
に
任
せ
、
但

だ
風
韻
正
し
く
、
天
真
全
け
れ
ば
、
即
ち
上
等
と
名
づ
く
」
と
。

予
曰
く
、「
然
ら
ず
。
無
塩
容
を
闕か

き
て
徳
有
る
も
、
曷い
づ

く
ん
ぞ

文
王
の
太
姒
の
容
有
り
て
而
も
徳
有
る
に
若
か
ん
や
」
と
。
又
云

ふ
、「
苦
思
す
る
を
要
せ
ず
、苦
思
す
れ
ば
則
ち
自
然
の
質
を
喪う
し
なふ
」

と
。「
此
れ
も
亦
然
ら
ず
。
夫
れ
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
、
焉
く
ん

ぞ
虎
子
を
得
ん
や
。
境
を
取
る
の
時
、
至
難
至
険
を
須
ち
て
、
始

め
て
奇
句
を
見
は
す
。
成
篇
の
後
、
其
の
気
貌
を
観
る
に
、
等
閑

に
し
て
、
思
は
ず
し
て
得
た
る
の
似ご
と

き
有
る
は
、
此
れ
高
手
な
り
」

と
。「
時
に
意
静
か
に
神
王さ
か

ん
に
し
て
、
佳
句
縱
橫
た
り
、
遏と
ど

む

べ
か
ら
ざ
る
が
若
く
、宛あ
た

か
も
神
助
の
如
き
有
り
」と
。「
然
ら
ず
。

葢
し
先
づ
精
思
を
積
む
に
由
り
て
、
因
り
て
神
王さ
か

ん
に
し
て
得
ん

か
」
と
。）

�

─
唐
・
釈
皎
然
『
五
巻
本
詩
式
』「
取
境
」　

　

詩
は
飾
ら
ず
自
然
に
任
せ
、
あ
り
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
上
等
で
あ
る

と
言
う
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
ま
た
、
苦
吟
し
て
は
自
然
の

趣
を
失
う
と
言
う
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
意

を
静
か
に
精
神
が
旺
盛
に
な
る
の
を
待
て
ば
、
す
ぐ
れ
た
詩
歌
が
神

の
助
け
が
あ
る
が
如
く
湧
き
出
て
く
る
と
言
う
が
、
こ
れ
も
ま
た
間

違
い
で
あ
る
、
と
皎
然
は
自
ら
の
主
張
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
詩
歌
を
作
る
の
に
は
修
飾
が
必
要
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た

表
現
を
手
に
入
れ
る
に
は「
苦
吟
」「
苦
思
」も
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
句
は
至
難
、
至
険
に
身
を
置
い
て
始
め
て
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
何
も
せ
ず
に
佳
句
が
思
い
つ
く
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皎
然
が
言
う
「
夫
れ
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
、
焉

く
ん
ぞ
虎
子
を
得
ん
や
。
境
を
取
る
の
時
、
須
ら
く
至
難
か
つ
至
険

に
し
て
、
始
め
て
奇
句
を
見
る
べ
し
」
と
い
う
「
境
を
取
る
」、
す

な
わ
ち
「
詩
境
」
と
い
う
概
念
を
新
た
に
創
出
し
て
い
ま
す
。
た
だ
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一
五

こ
の
「
取
境
」
だ
け
を
見
て
い
て
も
十
分
な
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

併
せ
て
『
詩
式
』
の
「
重
意
詩
例
」
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

13
評
曰
、
兩
重
意
已
上
、
皆
文
外
之
旨
、
若
遇
高
手
如
康
樂
公
覽
而

察
之
、
但
見
情
性
、
不
覩
文
字
、
葢
詣
道
之
極
也
。
向
使
此
道
尊

之
於
儒
、
則
冠
六
經
之
首
、
貴
之
於
道
、
則
居
衆
妙
之
門
、
精
之

於
釋
、
則
徹
空
王
之
奧
。
但
恐
徒
揮
其
斤
而
無
其
質
、
故
伯
牙
所

以
歎
息
也
。
疇
昔
國
朝
協
律
郎
元
兢
與
越
僧
元
鑑
集
秀
句
、
二
子

天
機
素
少
、
選
又
不
精
、
多
采
浮
淺
之
言
以
誘
蒙
俗
、
特
入
瞽
夫

偷
語
之
便
、
何
異
借
賊
兵
而
資
盜
糧
。
無
益
於
詩
敎
矣
。（
評
し

て
曰
く
、
両
つ
な
が
ら
意
を
重
ぬ
る
已
上
は
、
皆
文
外
の
旨
な
り
、

若
し
高
手
康
楽
公
の
如
き
に
遇
は
ば
、
覧
て
之
れ
を
察
す
る
に
、

但
だ
情
性
を
見
る
の
み
に
し
て
、
文
字
を
覩み

ず
、
蓋
し
道
に
詣
る

の
極
み
な
り
。向さ
き

に
此
の
道
を
し
て
之
れ
を
儒
に
尊
ば
し
む
れ
ば
、

則
ち
六
経
の
首
に
冠
た
り
、
之
れ
を
道
に
貴
べ
ば
、
則
ち
衆
妙
の

門
に
居
か
ん
、
之
れ
を
釈
に
精
な
れ
ば
、
則
ち
空
王
の
奧
に
徹と
ど

か

ん
。
但
だ
恐
る
る
は
徒
だ
其
の
斤
を
揮
ふ
の
み
に
し
て
其
の
質
を

無
か
ら
し
む
る
を
、
故
よ
り
伯
牙
の
歎
息
す
る
所
以
な
り
。
疇
昔

国
朝
の
協
律
郎
元
兢
、
越
僧
の
元
鑑
と
秀
句
を
集
む
。
二
子
の
天

機
素
よ
り
少
な
く
、
選
も
又
精
な
ら
ず
、
多
く
浮
浅
の
言
を
采
り

以
て
蒙
俗
を
誘
ひ
、
特
だ
瞽
夫
偷
語
の
便
に
入
る
る
の
み
。
何
ぞ

賊
兵
に
借
し
て
盗
糧
を
資
す
る
に
異
な
ら
ん
や
。
詩
教
に
益
す
る

無
か
ら
ん
。）
─
唐
・
釈
皎
然
『
五
巻
本
詩
式
』「
重
意
詩
例
」　

　
「
い
く
つ
も
の
意
を
か
ね
る
」
詩
は
、
い
ず
れ
も
詩
句
の
言
わ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
が
表
現
の
外
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
謝
霊
運
の

よ
う
な
す
ぐ
れ
た
詩
人
は
、
詩
句
の
表
現
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
表
現

の
外
に
あ
る
「
情
性
」
を
読
み
取
ろ
う
と
し
ま
す
。
こ
う
し
た
詩
歌

の
鑑
賞
こ
そ
が
究
極
の
在
り
方
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
節

の
冒
頭
に
あ
る「
文
外
の
旨
」、す
な
わ
ち
言
語
表
現
の
外
に
あ
る「
情

性
」
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
、
そ
の
意
と
言
を
仲
介
す

る
の
が
、
先
に
見
た
「（
詩
）
境
」
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皎
然
は
明
ら
か
に
王
弼
が
『
易
』
の
解
釈
と
し
て
「
意
」

と
「
言
」
の
間
に
「
象
」
を
想
定
し
て
理
解
し
た
よ
う
に
、「
情
性
」

（
意
）
と
「
文
字
」（
言
）
の
間
に
「
境
」
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
境
」
が
あ
っ
て
「
意
」
を
媒
介
伝
達
す
る
と
は
言
え
、「
意
」
な

し
に
「
境
」
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
仏
教
に
お
い
て
は
客
観
存
在
と
し

て
の
「
色
」
や
「
境
」
を
認
め
な
い
こ
と
を
皎
然
は
百
も
承
知
で
い

な
が
ら
、そ
れ
を
否
定
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
皎
然
の
言
う
と
こ
ろ
は
、

そ
れ
で
も
「
意
」
を
表
白
伝
達
す
る
に
は
表
現
を
大
事
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
皎
然
は
、「
境
」
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を
設
け
る
こ
と
で
、言
語
表
現
に
よ
る
制
約
あ
る
い
は
掣
肘
を
離
れ
、

「
意
」
の
優
位
性
を
強
く
意
識
し
、
言
語
の
上
を
行
く
こ
と
を
狙
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
皎
然
の
言
説
は
、
唐
代
中
葉
の
士
大
夫
に
広
く
影
響
を

与
え
た
よ
う
で
す
。
同
時
に
、
心
こ
そ
が
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す

る
「
即
心
成
仏
」、
あ
た
り
ま
え
の
心
が
道
で
あ
る
と
す
る
「
平
常

心
是
道
」
を
唱
え
る
馬
祖
道
一
の
洪
州
禅
が
江
南
を
風
靡
し
、
多
く

の
文
人
た
ち
に
も
、
自
ら
の
心
意
を
主
と
す
る
自
律
的
か
つ
自
主
的

考
え
が
支
持
さ
れ
た
よ
う
で
す
。僧
侶
や
文
人
ら
の
交
流
を
通
し
て
、

そ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
唐
の
詩
人
劉
禹
錫
の
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

14
片
言
可
以
明
百
意
、
坐
馳
可
以
役
萬
里
、
工
於
詩
者
能
之
。
風
雅

體
變
而
興
同
、
古
今
調
殊
而
理
冥
、
達
於
詩
者
能
之
。
工
生
於
才
、

達
生
於
明
。
二
者
還
相
爲
用
、
而
後
詩
道
備
矣
。
＊
詩
者
其
文
章

之
蘊
耶
。
義
得
而
言
喪
、
故
微
而
難
能
。
境
生
於
象
外
、
故
精
而

寡
和
。（
片
言
以
て
百
意
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
坐
し
馳
せ
て
以

て
万
里
を
役
す
べ
き
は
、
詩
に
工
み
な
る
者
之
を
能
く
す
。
風
雅

の
体
変
ず
る
も
興
は
同
じ
く
、
古
今
の
調
殊
な
る
も
理
の
冥
す
る

は
、
詩
に
達
す
る
者
之
を
能
く
す
。
工
は
才
よ
り
生
じ
、
達
は
明

よ
り
生
ず
。
二
者
還
た
相
用
を
為
し
、而
る
後
に
詩
道
備
は
れ
り
。

＊
詩
な
る
者
は
其
れ
文
章
の
蘊
な
る
か
。
義
得
て
言
喪
ふ
、
故
に

微
に
し
て
能
く
す
る
こ
と
難
し
。
境
は
象
外
に
生
ず
、
故
に
精
に

し
て
和
す
る
こ
と
寡
し
。）

　

─
唐
・
劉
禹
錫
『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
巻
十
九
「
董
氏
武
陵
集
紀
」　

　

片
言
で
も
百
意
を
明
ら
か
に
で
き
、
万
里
を
も
馳
せ
回
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
詩
で
あ
る
。
風
雅
の
体
例
は
異
な
る
と
言
っ
て
も
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
、
調
べ
は
殊
に
し
て
も
道
理
は
知
ら
な
い

う
ち
に
一
致
し
て
い
る
の
が
詩
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
、「
詩
な
る
者
は
其
れ
文
章
の
蘊
な
る
か
。義
を
得
て
言
を
喪
ふ
、

故
に
微
に
し
て
能
く
す
る
こ
と
難
し
。
境
は
象
外
に
生
ず
、
故
に
精

に
し
て
和
す
る
こ
と
寡
し
。」
と
い
う
一
節
は
、皎
然
の
言
う
「
詩
境
」

を
分
か
り
易
く
言
い
得
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
送
僧
詩
」
と

区
分
さ
れ
る
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
説
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

15
梵
言
沙
門
、
猶
華
言
去
欲
也
。
能
離
欲
則
方
寸
地
虛
、
虛
而
萬
景

入
、
入
必
有
所
泄
、
乃
形
乎
詞
。
詞
妙
而
深
者
、
必
依
於
聲
律
。

故
自
近
古
而
降
、釋
子
以
詩
名
聞
於
世
者
相
踵
焉
。
因
定
而
得
境
、

故
翛
然
以
清
。
由
慧
而
遣
詞
、
故
粹
然
以
麗
。
信
禪
林
之
蘤
萼
、

而
誡
河
之
珠
璣
耳
。（
梵
に
沙
門
と
言
ふ
は
、
猶
ほ
華
言
に
欲
を

去
る
が
ご
と
き
な
り
。
能
く
欲
よ
り
離
る
れ
ば
則
ち
方
寸
の
地
も



思
い
と
言
葉

一
七

虚
な
り
、
虚
な
れ
ば
万
景
入
る
、
入
れ
ば
必
ず
泄
す
所
有
り
て
、

乃
ち
詞
に
形
は
る
。
詞
妙
に
し
て
深
き
者
な
れ
ば
、
必
ず
声
律
に

依
る
。
故
に
近
古
よ
り
降
り
て
、
釈
子
詩
名
を
以
て
世
に
聞
こ
ゆ

る
者
相
踵
ぐ
。
定
に
因
り
て
境
を
得
、
故
に
翛
然
と
し
て
以
て
清

し
。
慧
に
由
り
て
詞
を
遣
は
す
、故
に
粋
然
と
し
て
以
て
麗
な
り
。

信
に
禅
林
の
蘤
萼
に
し
て
、
誡
河
の
珠
璣
な
る
の
み
。）

─
唐
・
劉
禹
錫
、
同
前
巻
二
九

「
秋
日
過
鴻
挙
法
師
寺
院
便
送
帰
江
陵
引
」　

　

こ
こ
に
言
う
「
方
寸
」
と
は
、
心
の
こ
と
。
そ
の
心
の
持
ち
方
が

何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
に
い
れ
ば
、
心
は
自
ず
と
空
に
な
り
、
万

景
を
も
包
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
心
持
ち
こ
そ
「
定
に
因
り

て
境
を
得
、
故
に
翛
然
と
し
て
以
て
清
し
。
慧
に
由
り
て
詞
を
遣
は

す
、
故
に
粹
然
と
し
て
以
て
麗
な
り
。」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
僧
侶

の
心
の
動
き
を
詩
作
の
範
と
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
「
言
」
と
「
意
」
と
の
矛
盾
に
苦
悩
す
る
よ
り
は
、
む
し

ろ
「
意
」
の
自
在
さ
や
闊
達
さ
を
標
榜
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
よ

う
に
も
見
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
で
は
伝
わ
ら
な
い

の
で
、
伝
え
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
、
詩
作
に
お
け
る
表

現
者
は
痛
感
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
皎
然
が
言
う
「
文
外
之
旨
」、

劉
禹
錫
が
指
摘
す
る
「
境
生
於
象
外
」
と
い
う
主
張
が
、
の
ち
に
山

水
詩
の
進
展
に
即
し
て
論
及
さ
れ
る
の
も
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
盛
唐
の
王
維
や
中
唐
の
韋
応
物
に
向
け
ら
れ
た
論
評
が
、

ま
さ
に
今
ま
で
見
て
き
た
「
言
意
の
弁
」
の
展
開
上
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
晩
唐
の
司
空
図

「
与
李
生
論
詩
書
」
で
あ
り
ま
す
。

16
文
之
難
、而
詩
之
難
尤
難
。
古
今
之
喩
多
矣
。
而
愚
以
爲
辨
於
味
、

而
後
可
以
言
詩
也
。
江
嶺
之
南
、
凡
是
資
於
適
口
者
、
若
醯
非
不

酸
也
。
止
於
酸
而
已
。
若
鹺
非
不
鹹
也
。
止
於
鹹
而
巳
。
華
之
人

以
充
饑
而
遽
輟
者
、
知
其
鹹
酸
之
外
醇
美
、
有
所
乏
耳
。
彼
江
嶺

之
人
、
習
之
而
不
辨
也
、
宜
哉
。
詩
貫
六
義
、
則
諷
諭
・
抑
揚
・

渟
蓄
・
温
雅
皆
在
其
閒
矣
。
然
直
致
所
得
以
格
自
竒
、
前
軰
編
集

亦
不
專
工
於
此
。
矧
其
下
者
耶
。
王
右
丞
・
韋
蘇
州
澄
澹
精
緻
、

格
在
其
中
、
豈
妨
於
遒
舉
哉
。（
文
の
難
き
も
、
而
れ
ど
も
詩
の

難
き
こ
と
尤
も
難
し
。
古
今
の
喩
へ
多
し
。
而
し
て
愚
以
為
へ
ら

く
味
を
弁
じ
て
、
而
る
後
に
以
て
詩
を
言
ふ
べ
し
。
江
嶺
の
南
、

凡
そ
是
れ
適
口
に
資
す
る
者
、
醯
（
酢
）
の
若
き
は
酸
せ
ざ
る
に

非
ず
。
酸
に
止
ま
る
の
み
。
鹺
（
塩
）
の
若
き
は
鹹
な
ら
ざ
る
に

非
ず
。
鹹
に
止
ま
る
の
み
。
華
の
人
以
て
饑
を
充
た
し
遽
か
に
輟

む
る
者
、
其
の
鹹
酸
の
外
の
醇
美
、
乏
し
き
所
有
る
を
知
る
の
み
。

彼
の
江
嶺
の
人
、
之
に
習
ふ
も
弁
ぜ
ざ
る
こ
と
、
宜
な
る
か
な
。
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詩
は
六
義
に
貫
け
ば
、
則
ち
諷
諭
・
抑
揚
・
渟
蓄
・
温
雅
皆
其
の

間
に
在
り
。
然
れ
ど
も
直
だ
に
得
る
所
を
致
し
以
て
格
自
ら
竒
な

る
は
、
前
軰
の
編
集
も
亦
工
み
を
此
に
専
ら
に
せ
ず
。
矧
ん
や
其

の
下
な
る
者
を
や
。
王
右
丞
・
韋
蘇
州
は
澄
澹
精
緻
に
し
て
、
格

は
其
の
中
に
在
り
、
豈
に
遒
挙
す
る
を
妨
げ
ん
や
。

�

─
唐
・『
司
空
表
聖
集
』
巻
二
「
与
李
生
論
詩
書
」　

　

文
学
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
詩
は
難
し
い
。
古
来
そ
の
比
喩
は
数

多
い
。
味
に
喩
え
る
と
分
か
り
易
い
。
真
実
の
う
ま
み
は
塩
辛
さ
や

酸
っ
ぱ
さ
の
外
、
す
な
わ
ち
「
味
外
の
味
」
に
あ
る
と
言
い
、
さ
ら

に「
象
外
の
象
」「
景
外
の
景
」（『
司
空
表
聖
集
』巻
三「
与
極
浦
書
」）

と
い
う
言
葉
で
、
そ
れ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

七
　
さ
い
ご
に

　
「
言
意
の
弁
」
は
当
初
は
其
の
間
に
あ
る
矛
盾
を
対
立
的
に
と
ら

え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
や
が
て
そ
の
間
の
対
立
を
陶
淵
明

の
よ
う
に
判
断
を
留
保
し
つ
つ
と
ら
え
よ
う
と
し
、
謝
霊
運
の
よ
う

に
物
我
の
区
別
を
止
揚
し
て
克
服
し
よ
う
と
し
ま
す
。
六
朝
か
ら
唐

代
に
か
け
て
、
山
水
詩
の
進
展
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
言
及
が
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
求
め
る
も
の
は
そ
の
外
に
あ
る
と
言
う
認
識
は
、
詩

歌
の
規
範
の
内
外
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
更
に
そ
の
制
約
を
払
い

の
け
て
あ
え
て
規
定
す
る
試
み
に
見
え
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
表

現
の
自
在
性
を
担
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
後
に
お

け
る
中
国
詩
論
の
進
展
、す
な
わ
ち
代
表
的
な
詩
論
で
あ
り
ま
す「
神

韻
」「
格
調
」「
性
霊
」
説
な
ど
の
標
榜
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
ほ
ぼ
尽
き
た
よ
う
で
す
。
長
い
間
の

ご
静
聴
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕「
三
玄
」、「
言
不
尽
意
論
」、
謝
霊
運
、
陶
淵
明
、「
意
境
」


